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大規模増殖場開発事業 (海藻団地造成)

にかかわる

今 別 ･三 厩 地 区

足助 光久 ･三木 文興 ･沢田

浅加 信雄 ･尾坂 康 ･伊藤

満 ･鹿内 満春

進 ･中島 其固

は じ め に

本事業は外海の未利用な砂礁地帯に大規模な増殖場を造成し､コンプ､ウニの生産を著しく向上させ

ることを目的としている｡この調査は三厩､今別地区を対象として昭和47年度より開始され本年度は設

計調査となっている｡

本年度は引続 き今別地区の環境条件およびモデル施設による試験を行なうと共に､これらに関連した

調査を行なった｡またこれまでの調査区域に隣接した区域を漁場調査し開発適地の選定を行なったので

その概要を報告する｡

なお本調査期間中御協力戴いた今別町西部漁協､町役場の関係各位､および調査船の提供､観測その

他お世話になった今別町佐藤平内氏に対し謝意を表する｡

調 査 場 所

東津軽郡今別町 ･三

厩村

調 査 期 間

昭和49年 4月～昭

和50年 3月

調査項 目お

よび方法

1. 環境条件の調査

ア､生物の分布

状況調査

島

増

今 別 町

第 1図 調査地区位置図

今別地先の既調査区の周辺地について生物分布を知るためスキューバー潜水による枠取 り調査を行

なった｡調査地点は第 2図のとおりで､三厩地先27点､今別地先40点について水深 5-25mの範囲を

調査した｡ (枠取 り:lm X lm､ 1地点 2枠 )

ィ､潮 流 調 査
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三厩湾の潮流を把握するためにフィルム記録型の流速計を使用し､測定間隔を 1時間に設定して､

調査を行なった｡調査地点は第 2図のとおりで第 1回 (底層 )の調査地点はコンプ漁場の 2地点 (増

川沖 :水深19.5m､今別沖 :水深25m )とコンプ漁場外の2地点 (今別沖 :水深12m､山崎沖 :水深

20m )を撰択 した｡第 2回の調査は今別沖の 2地点で表層と底層について行なった｡それぞれの調査

水深および期間を第 1表に示した｡

第 2図 調第 1表 調査水深および期間

査地
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ウ､底 質 .調 査

底質の状況を把握するために､第 2図に示したように今別沖と三厩沖の海域において､水深 5-30

mにかけて潜水による枠取 り採集を行ない､乾式節別法による粒度分析､棟の付着物の観察､棟の粒

径､円磨度､礁質､写真撮影などを行なった｡

エ､気象､水温等の観測

今別地区の気象状況および水温､波浪を知るため､気象観測については今別町農業気象観測資料に

より､また水温､波浪については委託観測資料により取 りまとめた｡

モデル施設の設置とそれに関連した調査

ア､モ デ ル 試 験

本年度は水深別のコンプ付着状況を知るため､水深12m､14mに径15- 20αnの石材とウニ蛸集用

ブロック(H型 )を組合せた施設を設置した｡構造および位置については第12図のとおりである｡

なお使用した石材は石の種類によりコンプの付着状況が違うかどうかを知るため､2種類の石材を

設置した｡ (今別町裳月産 :安山岩で石面が硬 く平坦なもの､青森市野内産 :安山岩で石面が軟かく

粗面なもの )

ィ､コンプの付着基質を選定するため､前年度にモデル施設として設置した石材､コンクリー ト･

ブロック､合成アバ (平アバ )理込ブロック､コンクリー ト詰込タイヤ等についてコンプの付着､

生長状況を調査した｡またウニ蛸集用ブロック(Ⅹ､H､NZ型)についても同様に調査した｡

その他の試験

ア､コンプの種苗植付試験

コンプの幼芽を付着させたコンクリー ト･ブロック(10cm X 15mlX 6孤 )を前年度設置したモ

デル施設内(石材投入場所 )に設置して､その後の根の伝播､生長等を調査した｡使用したブロック

は､予め延縄施設Gこより昨年11月27日に水面下5mに吊り下げ天然採苗しておいたもので､3月27日に

90個設置した｡

ィ､ウニの侵入防止試験

キタムラサキウニ(以下ウニ)によるコンプ幼芽の食害については､昨年度から観察されており､

これを防ぐためモデル施設の周囲を高さ2mの網で囲ってあるので､この効果について検討した｡

(ウニの防止網 :6号 8節､北洋流網､高さ2m､大きさ50m X50m )

ウ､覆 石 試 験

コンプ漁場として造成した区域が､経年変化あるいは海藻の遷移等のため生産効果が減少する場合の

対策として､石材等の反転による付着面の更新効果を検討した｡ここでは昨年度にニッ石沖 (水深7

m )に投入されているコンクリー ト･ブロック(30m1立方体 )を20個反転してあるので､これらに

ついてその後の状況を観察した｡
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調 査 結 果

1. 環境条件の調査

ア､生物の分布状況調査

本年度は既に調査 した地区以外の周辺漁場について､生物の分布状況から開発適地を選定するため

第 2図に示す67地点を枠取 り調査 した｡枠取 り結果を第 2- 1および2- 2表に示 した｡採集された

生物のうち海藻類は約20種で､比較的分布範囲の広いものはコンプ､ホンダワラ類､アマモ類である｡

動物ではキタムラサキウニ､イ トマキヒトデ､マナマコが主なもので既調査区と類似 した生物相であ

る｡

コンプの分布状況を第 3図に示 したが､ 2年コンプの分布は三厩村地先では藤島および算用師沖の

水深15m､中浜沖の20m地点にそれぞれ見 られた｡今別町地先では大泊沖の20m地点で見 られた｡ 1

年コンプについては三厩村藤島および中浜沖の 5.m地点 と今別町山崎沖の】Om､20m地点で見 られ､

10m以残で多い傾向があった｡コンプの分布状況を既調査区と比較してみると､昭和47年には今別町

浜名か ら長川の調査区は水深15-20mの範囲で沖コンプの漁場が大 きく形成 されており､また水深 5

m付近にも岸 コンプが見 られた｡翌年になると､分布範囲が大 きく狭ばまり､ 2年コンプは st9-1

地点に見 られる程度 となっている｡この様に年によりコンプの分布が大 きく変化しているが､全般的

に見ると水深15-25mの範囲にコンプ漁場が形成 されている｡

コンプ以外の海藻 としてはホンダワラ類 とアマモ類がやや多 くなっているためこれ らの分布状況を

第 4図に示した｡ホンダワラ類は今別川～中宇田沢沖の水深10-15m地帯に点在している｡既調査区

の増川～長川にかけては5m以残に多 く分布しており､一部10-15m地帯にも見 られる｡三厩村地先

の調査ではホンダワラ類が少なくなっているが､調査時期が10月であったため流失したものがかなり

あるものと思われる｡一般にこの地先では春か ら夏にかけて10m以残にホンダワラ類の繁茂が見 られ

町

第 3図 コ ン プ の 分 布
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動物ではキタムラサキウニが主なものとなっているので第 5図に分布状況を示 した｡

今年の調査地区でウニの生息密度が 5-10個/茄Bの所は三厩村中浜 と増川沖の10mの 2ヶ所でその

他は 5個未満 となっていた｡また調査地区全体では平均 0.5個/m'となっており､ウニの生息密度 と

してはあまり多 くはない｡

第 4図 ホンダワラ類 とアマモ類の分
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第 2- 1表 枠 取 り 調 査 結 果

st● 水 深 1年 コ ン プ 2年 コ ン プ ホンダワラ類 ア マ モ類 テ ン グ

サ ガ ゴ メ123 毎)14.56.011°.0 捧)(g)17/ 20458/ 5006/ 110 ㈱ (g)10/ 6201/ 180 ㈱ (g)14/ 348/ 20 (g)1202604501,000 (g)42062012100 捧)(g)3/

1401/ 303/ 20045678910 15.021.04.5ll.015.06.5ll.0 9/ 10029/ 9802/ 1714/ 26031/ 9603/ 6616/ 150 13/ 1,4501/ 3104/ 1,0161/ 14018/ 2,0658/ 1,16019/ 2,3902/ 860

/ 1814/ 3083/ 120/ 8ll1213141516 15.021.55.010.015.05.0 7/ 10016/ 21090/ 1201/ 3225/ 666 / 28/ 80/ 3015/ 566 244010010

17 10.5 1/ 15 6/ 105 91181920212223242526 14.519.510.515.720.75.6ll.014.519.5 2/ 616/ 2102/ 448/ 206 5/ 4401/ 46036/ 9,3407

/ 2,650 1/ 192/ 1010/ 3,4504/ 3,3402728293031323334 25.010.015.519.510.714.820.310.3 1

/ -3/ 1
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st.1- 19 昭49.10.2- 3.

(1地点､ lm X lm 2枠 ) st.20- 67 昭49.6.25- 7.4

そ の 他 の 海 藻 キタムラサキウ イ トマ キヒ ト デ そ の 他 の

動 物㈱ (g)シラモ / 54スギノ リ / 40ミル / 140 胸 (g)1/ 307/ 9301/ 566/ 6701/ 388/1,45012/ 6009/ 900 絢 k)4/ 249/ 403/ 4614/ 136 陶 (g)ユル ヒト

デ 2/ 240ツルモ / 12

ヒ トデ 1/ 5ミル / 110 3

/ 38 マボヤ 1/ 8ツルモ / 104､シラモ / 330スギノ リ / 28シラモ / 130エゾヤハズ / 90シフモ / 60ア ミクサ / 40ミル 1/-ハバモ ドキ / 180ノV モヾドキ / 8､ケウノHンクサ / 140 18/ 18819/ 724/ 826/ 5316/ 624/ 462/ 21/ 616/ 808/ 381/ 34 トゲモ ミヂガイ ■1/エゾアワビ 1/ 250､ ヒ トデ 2/24ヒメエゾボラ 1/ 1

04(1枠 )ヒ トデ 1/ 6ソゾ類 / 56 6/ 348 3/ 301/

241/ 104/ 361/ 24〟 / 16 5/ 26010/ 8001/ 50 ニ

チリンヒトデ 1/ 560､マナマコ V260アオワカメ8/ 100ソゾ類 / 14ハバモ ドキ / 24

マナマコ
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第 2- 2表

st. 水 深 1年 コン プ 2年 コン プ ホンダワラ類 ア マ モ類 テ ン グ

サ ガ ゴ メ353637383940414243444546474849505152535455565758596061626364656667 h)14.520.09.515.519.025.010.515.020.010.015.221.09.915.519.49.215.220.825.510.015.520.027.010.013.019.05.010.015.521.09.014.521.0 ㈱ (g)4/ 243/5/ 305/ 818/ 102130/ 940166/ 1,00010/ 464/ 818/ 11038/ 42 ㈲ (g)8/ 2,0501/ 3001/ 2002/ 1382/ 7902/ 3304/ 3881/ 261/ 191/ 32018/ 2,794 (勾 (g)1/ 2202/ 12025/ 3,8403/ 40-/ 1,68015/ 3,140.15/ 3,3004/ 280 (g)1,8402,0001,4604201,6606501,8802 (g)1

㈱ (g)

/
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そ の 他 の 海 藻 キタムラサキウ イ 卜マ キヒ ト デ そ の 他 の

動 物困 (g)エゾヤハズ / 68ヒロメ 1/ 6カバノ リ / 12ノVヾ モドキ / 360､オゴノリ/ 82ケウルシゲサ/ 18､カノV リ/ 16ノYヾ 亡ドキ / 30､十マダグサ/ 14ノV 亡ヾドキ / 28､ケウ)レンクサ / 12ノV 亡ヾドキ /2､ケク)レンクサ / 30ケウル シグサ/ 74 脚 (g)1/ 326/ 1,2264/ 7204/ 770 個 (g)2/ 781/ 461 / 361/ 141/ 86/ 2701/ 252/ 80 掴 (g)ガザ ミ 1/ 84マボヤ 3/ 1,200ヒメエゾボラ 1/-マボヤ10/ 1,100､スボヤ2/ 400聯 (.701:f5bO｡jV400オキノテズルモズル 1/ 40
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ィ､潮 流 調 査

1時間毎に得られた測定値から恒流 (1時間毎に得られた流向流速から1日当りの海水の移動方向

および距離を調和分析により求め､これを1日の秒数で割って恒流速度とした )を求め､第 3- 4表

を得た｡また､調査期間中の恒流の流向流速から､流向流速頻度 (恒流の移動方向別の移動距離の比

率 )を求め､第6- 7図に示した｡

岩

岩

名

第6図第1回調査時の流向流速頻

度第 7図
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第 1回調査により､三厩湾における潮流の概況についてみると､次のようになる｡

湾西部の増川沖に於ては､南～南南東に向う恒流が卓越 し､接岸傾向をとることが認められた｡最

大流速は26.5cm/ secが観測され､また最大恒流速度は8.OQTV/secとなった.湾のほぼ中央の今

別沖に於ては､東または北東に向う恒流がや ゝ卓越するが､流向の変動が他より大 きく不安定な傾向

があることが認められた.最大流速は27.5cm/ sec､最大恒流速度は 10.7on/ secとなった.

湾東部の山崎沖においては､北東に向う恒流が著るしく卓越するのが認められ､最大流速は35.Oml

/ secを示し､最大恒流速度は 18.7ml/ secと観測地点中の最大を示した｡

従がって､三厩湾における秋期､中～下層の潮流は､湾の西側において北西方向から侵入接岸 し､

や 停ゝ滞 しなが ら海岸に沿って東進し､湾の東側か ら北東に去るものと考えられた｡

第 2回調査の三厩湾における潮流の概況は､次のようである｡

今別沖の水深12mと25mの地点について､表層 と底層でそれぞれ観測を行なったが､最大流速は岸

側よりも沖側の方が大きく､また底層よりも表層の流れが大 きいことが認められた｡即ち､最大流速

最大恒流速度とも今別で (水深25m )の沖側の表層で観測 され､その値はそれぞれ 36.0孤 / sec､

15.27m / secであった.

湾中央部に於ては､表層で東または南東に向う恒流が卓越し､底層では今別の岸側で南向きの恒流

がみられ､沖側では北東に向う恒流が卓越 していた｡また､湾中央の表層の流れ と風向頻度を比べる

と流向と風の吹き去る方向が一致 しており､表層は風による影響が大 きいことがわかった｡
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第 3表 1日当りの最大流速､恒流および流向流速頻度 (第 1回 )

増川､水深19.5m地点､底層 (17.5m )

月 日 恒 流
最 大流 向 流 速(孤 /秒) 流 向 流 速

(cm/秒)10.26 SSE 3.40

SE ll.0?7 WSW

1.24 SSE ll.028 SSE 6.79 SSE 17.5

29 SSE 8.03 SE

17.530 SSW 4.67

SSW 22.531 S

5.61 ESE 22.0ll. 1 S 6.79 SSW

26.52 S 3.28

NNW 22.03 SSW

5.ll W 21.04 S 4.30 NW 25.5

5 WSW 2.40 NW

22.56 W′ 2.4

4 NW 16.57 W

1.85 WNW 26.58 SSW 3.59 SE 18.

09 S 5.21 SSE 15.010 S

6.03 SE 15.0ll E 5.

62 SSE 16.5ユ2 SSE 4.42 SE

19.5131415

161718 SE

4.39 SE 21.5

最 大 SSE 8.03

WNW 26.5流 向 流 速

頻 度流 向 流 向 出現 合計流距離 流 向 流 速
回 数 (kn1) 頻度

(%)E 1 4.86

7SE 1

3.78 5SSE 4 19.55

28S 6 23.98 34

SSW 3 ll.55

16WSW 2 3.14

4W 2 3.71 5計 19 70.57 100 今

別､水深12m地点､底層 (10m )I月 日
恒 流 最 大流 向 流 速(cm/秒

流 向 流 速(Cn/秒10.26 SSW 0.62 N

6.027 ESE 1.20

N 6.028 SE 3.

39 SE 17.529 E 3.65 ESE 1

5.030 SSE 0.4

3 SW 5.031 SSE 1.35 SSE 16.0

ll. 1 ESE 10.66 ES

E 27.52 ENE 3

.21 N 12.03 S 0

.65 SSW 13.04 ESE 1.25 ESE 13.0

5 E 1.25 SW

15.06 W 0.90

W 7.57 NW 0.76

S 12.08 S 0.25 S 7.5

9 E 2.24 ESE

12.510 E 2.25 ESE ll.0

ll E 4.84

SSE 19.012 E 2.96 E 12.

013 ESE 2.63 NNE 14.0

14 N 1.01

SE 19.515 SE 1.43 SSE

16.716 NW 0.33 N

5.017 WSW 0.87
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今別､水深25m地点､底層 (23m )

月 日 恒 流
最 大流 向 流 速(Qn/柳 流 向 流 速

(on/秒10.26 E 2.24

S ll.■027 NNE

1.20 SW 14.028 N.E 6.60 E 15.0

29 ENE 7.04 E

16.530 NE 2.73

E 15.031 E 3.4

5 ESE 21.0ll. 1 E 9.32 SE 21

.02 E 4.95 E

19.03 NE 3.28

WNW 15.04 E 4.61 ESE 22.5

5 NE 4.50 W

18.06 N 3.30

WNW 14.07 N 4.0

4 W 20.08 N

2.87 E 18.99 ENE 5.85 E 19.0

10 N 3.56 ENE 1

2.0ll NE 6.14 E

16.012 NE 6.90

ME 18.513 NE

2.50 E 24.514 ENE 4.83 NE 15.0

15 NNE 5.99 NE 16.0

16 NE 4.44 N

W 13.017 NE 4.90 NE

16.018 ENE 0.47 NNW 22.0

最 大 E 9.32

E 24.5流 向 流 速 頻 度

流 向 流 向 出 現 合計流距離
流 向 流 速回 数

(km) 頻度 (@)N 4 ll

.90 13NNE 2 6.21

7NE 9 33.29 38

ENE 4 15.70 18E

5 21.24 24計 24 88.34 100 山崎､水

深20m地点､底層 (18m)月 日 恒 流
最 大流 向 流 速(Qn/秒 流

向 流 速(孤 /柳10.26 NNE 4.48 NNE ll.0

27 NE 8.88 NE 2

2.028 NE 11■.96

ENE 30.029 NE ll.96 NE 28.0

30 NE 5.21 NE 19

.031 ENE 9.04 N

E 29.0ll. 1 NE 18.

67 山NE 35.02 NE

ll.42 NE 28.53 NE 12.17 NE 35.0

4 NE 10.04 ENE

28.05 NE 9.13 N

E 27.06 NE 8.17

NE 27.57 NNE

5.46 SW 27.58 NNE 5.-46 NE 15.0

9 NE

8.42 ENE 25.510 NNE 4.83 N

E 20.0ll NE ll.38 NE 28.5

12 NNE 12.9

6 NE 22.013 NE
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第 4表 1日当りの最大流速､恒流および流向流速頻度 (第 2回 )

今別､水深12m地点､底層 (10m )

月 日 恒 流
最 大流 向 流 速(孤 /柳 流 向 流 速

(m /秒)ll.21 SSW 1.67

S 10.022 SSW 4

.42 SSE 21.023 SSW 4.00 S 14

.024 S 1.38 S 9

.025 SSE 2.29

SSE 12.026 W 0.8

3 N 21.027 NNE 1.00 NNW 13.0

28 SW 1.38 S 13.0

29 SE 3.33 SW

21.030 ESE 4.88

ESE 21.012.1 S 4.00 SE 15.

02 SW 0.92 S

10.03 ESE 1.54

S 14.04 S

1.38 S 13.05 SSE 3.33 S 17.0

6 SE 2.54 S 21

.07 SE 5.21 E 19.0

8 E 2.46 S

15.09 ESE 3.46 SE 16.

0最 大 SE 5.21

N-S 21.0流 向

流 速 頻 度流 向 流 向 出現 合計流距離 流 向流 速
回 数 (km) 頻度 (i

)NNE 1 0.

86 2E 1

2.12 5ESE

3 8.53 20SE 3 9.58

22SSE 2 4.86 ll

S 3 5.83 13SSW 3 8.7

1 20■SW 2 1.98

5W 1 0.72

2計 19 43.19 100 今別､水深】2m地点､表層 (2m

)月 日 恒 流 最 大流 向 流
速(孤/秒 流 向 流 速(Qn/柳

ll.2122232425 E

5.04 E ll.026 ENE 8.24 ENE 1

5.027 E 7.38 E 7.528 ENE 5.63 SE- 18

.029 E 7.50 SE 16.0

30 SE ll.58

SSE 21.012.1 SE 10.71 SE

15.02 SE 10.29 SE 13.

03
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今別､水深25m地点､底層 (23m )

月 日 恒 流
最 大流 向 流 速(cm/秒 流 向 流 速

(孤 /秒)ll.21 E 2.75

E 10.022 ESE

2.79 S 19.023 NE 3.04 N 12.0

24 NNE 4.33 NE 15

.025 ENE 2.33 W

SW ll.026 NE 2.

25 NNE ll.027 NN

E 1.75 W 12.028 ENE 2.71 ENE 13.0

29 NNE 5.83 ENE

16.530 ENE 6.00

ESE 19.012.1 NNE 5.54 NW 17.5

2 NNE 4.96 ENE

13.03 NE 3.67

ENE 13.04 N 2.21

ENE 15.05 N

E 3.92 W 15.06 ENE 2.96 WSW 23

.07 ENE 7.00 ENE 19.

58 NE 7.54

N 13.09 NE 5.17 ENE

12.0最 大 NE 7.54 WSW 23.0

流 向 流 速 頻 度流 向 流
向 出現 合計流距離 流

向 流 速回 数 (km)

頻度 (%)N 1 1.

91 3NNE

5 19.37 29NE 6 22

.10 33ENE 5 18.14

27E 1 2.38 4

ESE 1 2.41 4

計 19 66.31 100

今別､水深25m地点､表層 (2m )

月 日 恒 流 最 大流 向 流 速(On/秒) 流 向 流 速(αn/秒

ll.21 ESE 3.79

W 21.522 E 13.17

ESE 34.023 E

5.17 E 29.024 NE

3.38 SE 16.525 E 5.08 ENE 14.

026 NNW 1.00 WSW

18.027 SSW 1.58

W 28.028 E

6.63 SE 28.029 SSE 7.96 ESE 27.0

30 SE 15.29 SE

32.0】2.1 SE 6.17 ESE

24.02 SW 2.96

WNW 26.53 E 6.04 ESE

26.54 ESE 2.79 ESE 27.0

5 ESE 3.79

ESE 28.56 ESE 8.08 E

36.07 ESE 14.83 ESE

33.08 ESE 7.13 S
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ウ､底 質 調 査

l 粒 度 組 成

第 571- 5- 3表に粒度分析の結果を示した｡三厩湾では､第8図に示した底質図のとおり湾の大

部分が砂質ないし砂僕質の堆積物で覆われており､顕著な泥質堆積物の分布はみられなかった｡汀線付

近では藤沢川沖から増川沖にかけて､また､今別沖から大泊沖にかけて細粒の砂質堆積物が卓越して海

岸線に平行して水深】0m前後まで帯状分布をなしている｡

第 8図 三厩 湾の底質底質図の作成にあたっては昭和47年度の調査結果も使用した｡

また､浜名川からの流入起源と患われる砂帯がニッ石沖まで伸びている｡外海に面した水深15-20m

以深にかけては僕質砂が分布しており､特に大泊沖､中宇田沢沖､増川沖､算用師川沖の各地先では4徹以上の中僕が分布している｡粒度分析結果から中央粒径値は0.

2冊 から4n の範囲内で淘汰度は0.35- 3.0とかなり良好であった｡ii 裸の計測結果

第 5- 1- 5- 3表に僕の計測結果を示した｡また､第9図に僕の分布状態を示した｡最も裸が顕著にみ

られるのは算用師から増川にかけての沖合と今別川､山崎の沖合10-25mで､最大径は10Gnから36

mlであった｡また､大泊沖､中宇田沢沖､中浜沖の水深10-20mでは､岩盤が露出したり､砂地の底質に4

- 5cm程の僕が混入していた.水深20-25m以深では2- 5m程の石灰藻がみられ､特に中宇田沢沖､増川沖で顕著であった｡僕の付着物は石灰藻が主体で20m以深に多 くみられ､水深 5-20mま

ではフジツボ､コケムシ､ウズマキゴカイ等が少量みられるにすぎなかった｡コンプの付着は水深15m



青水増事業概要Vol第 5号 (1976)

疎の円磨度は､ほとんどが円疎､亜円僕であったが今別沖 5-15mでは亜角疎があり､過去に投石 し

た砕石 と思われた｡

採集された疎について僕質を鑑定した結果､安山岩 と凝灰岩が圧倒的に多 く､次いで石英班岩､流紋

岩となっている｡これ らの僕の円磨度､硬質とコンプ等の付着生物 との関係はみられなかった｡写真撮

影による海底の状況は水深 5-10mの山崎か ら中字田沢川沖にかけて小規模な リップル ･マークがみら

れた｡大泊､中浜は岩礁地帯であり､沖合では岩盤の露出がみられ､その他､疎の分布状況､コンプ等

の付着生物状況が把握できた｡

-195-

町
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第 5- 1表 底質の粒度分析結果

:調 査 地 点 上 2 3 4 5 6 7

8 9 10水 深 h) 14.5 4.5 ll.0 15.0 21.0 4.5 l

l.0 15.0 6.5 ll.0含 水 量 .x. (i) 35.4 32.3 34.1 36.0 32.

9 36.2 35.6 38.3 32.1 32.8粒皮組成(%)僕 中 僕64～ 4竹m細 僕4～ 2簡m極 粗 粒 砂2～ lnm粗 粒 砂1～ 0.5簡帆中 粒 砂0.5～ 0.25nm細 粒 砂0.25～ 0.1257nnL極 細 粒 砂0.125～ 0.0625nnl泥0.0625何れ以下 0.100.120.4816.4461.1614.483.283.94 0.000,420.9840.1855.940.360.022.10 2.52.ll.7841.2042.441.320.100.020.62 23.4613.8212.8212.308.225.063.6220.70 7.163.8418.8222.6426.688.460.54ll.86 0.000.262.6837.6657.181.400.060.76 0.964.3815.0427.5432.2215.081.842.94 27.809.5622.6416.389.688.502.143.30 0.000.202.1440.7850.923∴420.462.08

ll.46ll.5638.6431.644.840.440.041.41Md (め)Md (珊m)淘 汰 度 ∂※※最 大 傑 径(cm)平 均 僕 径(孤) }紫.i.lK.円 磨 度a.滋t.X.X.付 着 物 等 概 観 1.550.371.338.95.1R.SRフ ジツ ボ 1.100.481.488.45.6R海 藻 - 0.081.8012.15.5Rフジツボ石灰藻 0.020.901.52ll.95.3R石灰藻 0.900.550.359.36.2RSR海 藻 1.100.486.43.1R石灰藻 1.060.4910.15.2SR石灰藻 - 0.361.388.94.8R石灰藻 1.060.49

1.ll1
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ll 12 13 14 15 16 17 18 19 20

21 22 2315.0 21.5 5.0 10.0 15.0 5.0 ll.0 14.5 19.

5 10.5 15.7 20.7 5.642.7 35.8 34.2 33.0 33.4 33.7 37.

6 24.6 27.7 29.3 33.8 34.5 23.620.6619.3221.4614.827.064.401.121.18 27.807.9414.7214.1017.5613.781.743.36 0.881.702.1217.4072.442.700.602.16 15.72.16.4424.0016.8217.246.420.522.84 2.969.8222.6219.5819.92ll.300.6413.16 0.922.222.627.2667.8415.861.062.22 27.615.2424.8625.805.060.380.061.00 9.2414.9028.0226.8215.582.400.222.82 5.3616.0649.9224.043.080.660.060.82 9.2318.2117.6419.3816.197.323.828.21ー 4.9113.7827.7614.638.42ll.808.2410.46 1.9810.7227.8618.7012.9312.476.53

8.81 21.4115.5814.8018.2121.025.590.932.46- 1.022.052.089.45.6R石灰藻 - 0.051.049.25.9R石灰藻 1.350.661.093.42.3R.SR石灰藻 - 0.251.252.4312.34.6R石灰藻 0.770.652.415.94.5R石灰藻 1.520.381.198.84.2R海 藻 - 0.651.651.8210.25.7RSR海 藻 -0.751.802.045.54.6SR石灰藻 -0.401.401.55ll.24.6R.SR石灰藻 0.250.882.4715.57.8R.SR石灰藻 0.20 0.45 -0.100.9

0 0.77 1
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調 査 地 点 24 25 26 27 28 29 30 3

1 32 33水 深 h) ll.0 14.5 19.5 25.0 10.0 15.5 19

.5 10.7 14.8 20.3含 水 量 ※ (i) 16.9 34.2 31.8 25.2 17.

6 20.0 18.9 20.4 17.0 15.7粒皮級成(%)僕 中 僕64～ 4mm細 疎4J～ 2mm極 粗 粒 砂2- 1mm粗 毎 秒1～ 0.5m中 粒 砂0.5～ 0.25m細 粒 砂0.25～ 0.125mm極 細 粒 砂0.125～ 0.0625mm泥0.0625mm以下 65.508.536.897.885.702.140.722.64 0.004.029.1929.3027.6112.286.10ll.50 5.819.3012.6313.0717.1825.ll9.627.28 6.398.7217.4115.9019.3820.505.516.19 31.6012.79ll.3110.739.2112.388.403.58 ll.349.2917.3934.0218.702.210.802.57 5.429.2918.2129.1315.379.306.486.80 15.1314.7814.6920.9215.037.514.817.13 14.4913.8010.4018.9224.0912.292.933.08

26.2217.8019.2822.749.911.900.721.43Md (¢)Md (m)淘 汰 度 8※.R最 大 裸 径(､m)平 均 裸 径(孤) I.X.lK.lK.円 磨 度a.鞍鞍涼.付 着 物 等 概 観 -2.004.0024.9ll.2R..SR石灰藻 1.250.451.9621.8ll.3R石灰藻 1.550.362.8023.7ll.8SA石灰藻 1.100.482.78な し ⊥0.551.5519.910.7SR.SAな し 0.300.851.979.27.2SRな し 0.650.672.2818.2ll.3SR石灰藻 0.300.852.78ll.09.3Rな し 0.

600.7
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34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

44 45 4610.3 14.5 20.0 9.5 15.5 19.0 25.5 10.5 15.0

20.0 10.0 15.2 21.020.3 17.5 16.8 23.9 18.7 17.9 18.

7 22.2 19.7 19.0 26.7 19.3 22.04.4513.4119.8637.6917.025.141.820.61 18.3120.7926.2722.719.441.540.300.64 13.7214.2819.9131.7814.934.500.420.46 0.380.401.0313.3923.4139.0319.912.45 12.1218.3320.2821.1820.746.230.340.78 10.6315.6124.8734.47ll.821.720.260.62 8.8015.1942.7226.914.231.430.210.51 0.000.434.7747.0237.238.800.910.84 7.0810.2121.8440.7216.212.830.180.93 7.3012.5022.5037.6317.622.310.070.07 0.000.020.311.625.7269.8820.292.16 28.7326.0827.0215.072.610,340.1

00.05 0.422.2112.7844.4435.812.890.041.410.400.801.821.81.0Rな し -0.551.551.98な し 0.100.952.059.55.4R石吹藻 2.300.211.67な し -0.051.550.97な し -0.051.551.786.14.5R.SRな し -0.351.351.5112.29.6R.SRな し 0.950.531.56な し 0.30 0.25 2.55 -1.20 0.800.85 0.88 0.22 2.40 0.601.73 1.81 1.20 1.4

84_9 1
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調 査 地 点 47 48 49 50 51 52 53 5

4 55 56水 深 (m) 9.9 15.5 19.4 9.2 15.2 20.8 25

.5 10,0 15.5 20.0含 水 量 .A (i) 22.0 14,4 12.8 21.2 20.

4 19.0 16.3 】8.7 20.5 21.6粒皮組皮(班)僕 中 僕64～ 4冊m細 僕4～ 2仰m極 粗 粒 砂2- 1簡m粗 粒 砂1～ 0.5¶m中 粒 砂0.5～ 0.25n細 粒 砂0.25- 0.125¶m極 細 粒 砂0.125- 0.0625¶m派JO.0625m以下 12.240.ll2.0430.5619.2929.085.621.06 39.9121.4916.6114.384.781.090.ll1.63 52.71ll.948.0812.34ll.541.980.301.ll 0.600.281.0020.5638.8632.844.131.73 0,520.673.543.4.3044.2814.620.581.49 7.6317.4230.6840.722.710ー120.060.66 34.938.948.7726.6314.924.090.321.40 0.000.000.214.0828.1257.096.543.96 0.000.040.122.6417.8665.96ll.352.03

0.000..080.161.6415.7274.646.561.20I Md (¢)Md (nm)淘 汰 度 8※嘉最 大 疎 径(Cn)平 均 僕 径(血) }R.a.a.円 磨 度a.I.X.K.※付 着 物 等 概 観 1.250.451.91フ ジツ ボ -1.502.50ll.34.5Rな し -2.004.006.04.6R.SRな し 1.720.322.768.05.4SRな し 1.200.451.646.96.9RSRな し -0.201.201.654.23.6Rな し -0.751.757.55.8R海 藻 2.220.220.84な し岩 盤 2.350.201.22な し 2.440.891.26

な し調査地点の 66､水深 14.5m､67､水深 21.0mについては底質が岩盤

であ り､海藻､石灰藻が付着 していた｡※ 風乾物に対す

る含水量 ※※淘汰度 6 6¢-号 (¢ 84-¢】6)･X※

※平均疎径 a:長径､ b.'中径､ C:短径･x※嘉※円磨度 R一円磯､ SR-亜円
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57 58 59 60 61 62 63

64 6527.0 10.0 13.0 19.0 5.0 10.0

15.5 21.0 9.017.6 23.8 19.8 22.0 21.8

25.3 15.3 13.9 23.900.000.160.445.3235.1854.363.291.25 6.6213.4816.0935.2815.349.921.022.25 0.000.060.120.885.7372.ll19.062.04 0.000.040.240.912.8372.0121.262ー71 0.000.020.060.739.1774.1813.042.80 0.000.000.020.061.6272.0123.582.71 37.2818.426.515.344.8221.894.001.74 31.348.765.587.06ll.4228.983.133.73 0.000.

020.040.413.4263.0929.363.662.150.243.06 0.450.771.32 2.600.181.29 2.560.151.29 2.490.191.16 ~2.650.18

1.46 -1.302.30 0.500.75 2.750.151.26石灰藻 19.16.9R.SRな し な し 海 藻岩 盤 な し岩 盤 な し

8.45.5R石灰藻 12.24.3Rな し 石灰藻海 藻岩 盤エ､気象､水

温等の観測今別地先の表層水温を第10図に示 した｡この地先の水温

は概ね 5- 250Cの範囲にあり､最低水温は､ 2月下旬～ 3月上旬に､最高水温は8月上旬～下旬に

見 られる｡今年の最高水温は8月下旬に24.5 0Cとなってお りほぼ昨年 と同 じであるが､全般

にやや低い傾向が見 られた｡波浪については第 6表に階級別の頻度を示 した｡波浪階
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の間は 0- 2が94%で 3が 4%となっており穏やかである.しかし10月以降は次第に時化の日が多く

な り11月から1月では3以上の日がそれぞれ 60%､ 71%および58%で時化の日の方が多 くなって

いる｡

次に今別地区の風向頻度を第11図に示したが､周年に亘ってW～NWの季節風が卓越 しており､6

- 8月の夏期にはNEがやや多 くなっている｡

第 10図

旬平均水温および気温

第 6表 旬別波浪階級頻度

S
l 一一 12 月

S
3 - 5 月

S
6 - 8 月

S9 -- 11 月～ ,T

t; ′

､､｣ :::二∴

S12 - 2 月月階匁昭49.5 6 7 8 9 Ilo ll 12 昭50.1 2 3上中下 上中下 上中下 上中下

上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下0467 332 255 352 354 044 212 001 300 100 010

1 211 276 534 535 644 521 023 121 22

1 223 1652 333 501 322 222 010 330

101 022 104 123 3313 100 001 000 002

102 213 343 522 144 441 4034 000 000 000 000 000 002 330 243
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モデル施設の設置とそれに関連した調査

ア､モデル試験

本年度は事業構想に近い構造のものということで､径15-20QTD石材とウニ蛸集用ブロック(Il型)

を組合せた施設を今別町山崎沖の水深12-15mの所に設置した｡この施設は10月～12月にかけて設置

されたのでコンプの付着状況等については今後の観察に待つが､2月18日の観察ではH型ブロックに

コンプの付着が見られている｡しかし石材については付着ムラがあり現在までの観察ではかなり少な

い付着となっている｡また石質の違いによるコンプの付着状況は充分な検討を行なっていないが､両

者とも付着したものと､しないものが観察されているためそれ程差はないものと思われる｡

ィ､コンプの付着基質に関す

る調査

コンプの付着基質を選定する

ため前年度にてモデル施設とし

て設置した各種基質について観

察した｡コンプの付着状況は第

7および8表のとおりである｡
コンプの付着基質としては乎

アバ､天然石､石材の順に多 く､

タイヤには3月27日の観察では

ほとんど見られなかった｡また

苗まき用ブロックは表層 (水面

下約 5m )で天然採苗したもの

で毎年多量にコンプが付着して

第12図 モデル施設の位置および構造いる｡ウニ墳集用ブロックについてはⅩおよびH型で多く､次

いでN､Z型の噸となっていた｡付着部位は上面､側面(斜面)に多く特に陵線に付着したものは

生長が良い傾向が見られた｡次に約 1ケ月後の4月23日の観察結果を第 8表に示した｡コンプの付着

数はアバ ･ブロック､天然石､石材では前回と比べて40- 50%に減少しており､ウニ蛸乗用ブロックで

はⅩ､H型で 10- 13%に減少していた｡一方Z型ではほとんど変わりなく､N型はほとん

ど見られないといった結果が出ている.また前回の観察では肉眼的大きさのコンプの付着が見られなかった

タイヤに0.5- 2.0cm程度の幼芽が側面に観察された｡コンプの生長はアバ ･ブロック､天

然石､石材では良い伸びが見られたが､ウニ蛸集用ブロックでは葉長の伸びが10%程度と少ないもの

であった｡なおコンプの付着数が減少した点については､幼芽時における自然減耗と考えるの

が妥当と思われる｡その他の試験ア

､コンプの種苗植付試験 (苗まき試験 )コンプ種苗の付着した基質 (苗まき用ブロック)を90個､

前年度のモデル施設内に設置して､その後の根の伝播､コンプの生長等を観察した｡ 4月23日の観察

では根の伝播が観察されたが､コンプの生長は葉長で2.7- 81.0m と3月27日に設置した時とあまり

変 らず､着生数はブロック1個当り50本程度に減少していた｡これらの現象は､第8表で示した様

にウニ墳集用ブロックについても観察されており､苗まきしたものだけに見 られる現象ではなかった｡

なお前年度に移植したコンプでは根の伝播､定着が観察され､2年コンプに生長しているのが確認出来た｡また苗ま
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乗用ブロックにはウニ

が付着 しており､コン

プを摂餌しているのが

見 られた｡

ィ､ウニの侵入防止

試験

キタムラサキウニに

よるコンプ幼芽の食害

については昨年度か ら

見 られた現象で､これ

を防ぐ目的でモデル施

設の周囲を高さ2mの

網で囲ってある｡防止

網を設置した 1月～ 4

月までの間はほとんど

ウニの侵入が無かった

第 7表 基質別コンプの付着状況 (昭49年 3月27日観察 )

基 質 付着数 コンプの葉長 基質の材質および

形状アバ .ブロック ※※(衣//局 (孤) ブロックに平アバ埋込2,920 1.5～ 21.5 (ア

バに付着したもの )〝 〝 2,500

0.6J- 8.4 〝 〝天 然 石 1,000 10.OJ- 1

4.5 径20mlの天然にある石石 材 300 2

.5- 23.0 径15cmの投入した砕石･R苗まき用ブロック 5,200 2.0-100.0 コンク])
- 卜.ブロック(15qnX 10qnX

6血)〝 〝〝 〝 5,400 2.0-123.0ウニ屑集用ブロック 4,400 6.0-ー
100.0 Ⅹ塾ブロック(100m1×100Q

nX60m).〝 〝 4,350 6.0--

100.0 H型 〝 〝〝 〝 1.10

0 12.0～101.0 N型 〝 〝〝 〝 90 21.0- 49.0 Z型 -〝 〝

嘉 表層 (水面下約 5m )で天然採苗

したもの.※※ 測定した付着数から

m当りの付着数に換算｡こ とから防

止効果がある様に思われた｡しか し

1ケ月後の 5月29日の観察

では､モデル施設内にウニの侵入が

あり､各基質に付着 したコンプを摂餌 し

ているのが見 られた｡ウニの付着

状況を第 9表に示したが､砕石投入

区には10個/mBと高密度に棲息

しており､ウニ蛸集用ブロックでは

2個程度に減少していた｡なお調査

時にはウニ煩集用ブロックに付着し

たコンプはほとんど食害を受けコン

プが無 くなっていたため､コンプの

残っている苗まきブロックの置いて

ある砕石区に移動 していたものと思

われる｡ これ らの結果か らウニの防

止網は直接的な効果は薄いものと思

われる｡またこの 1ケ月間に急にウ

ニの侵入が多 くなったことは､水温

の上昇と共に索餌活動が活発になり､

更に周囲に餌料海藻がほとんど無い状態であった事等

から集中的に食害を受けたものと思われる｡ 第 8表 基質別コンプの付

着数 (4月23日観察 )基 質

付 着 数 コンプの葉長アバ .ブロック (義/気a) (cm)1,040 2.0～ 40.0

天 然 石 500 2.5～ 67.0

石 材 130 3.0～ 69.0苗まき用ブロック

960 2.7～ 81.0タ イ ヤ (側面に多い

) 0.5～ 2.0方形ブロック(20cd) 310

2.0~ー 66.0ウニ蛸集用ブロック､
Ⅹ型4 4026.

0～11 0
.
0

〝〝H型

〝〝N型

57037
.
0～116.
0

-
〝〝Z型10016.0～82.0
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参考までに当センターで実験 したキタムラサキウニの水温別の摂餌量を第13図に示 したが､ 70C

以上では殻径 5- 6mの もので 3- 5g/ dayと多 くなってお り4月～ 5月の水温の上昇 と共に摂餌

量が増 しているのがわかる｡

この様に防止網によるウニの侵入防止効果が薄いことか ら餌 (コンプ )による防止効果について試

験を行なった｡すなわち2mX2mの区画を前年度のモデル試験区の中に設け､その内側に苗まきブ

ロックを17個設置 し外側をコンプの付着 したロープで囲んだ ものである｡ (第14図参照 )

その後のウニの侵入状況を第10表に示 した｡

第 9表 ウニ付着状釈 (昭 49.5.29)

0Tn

ウニ婦集用ブロ ック

/▼30棟 仇N/ X X H コ

ンプの付着しγ二N X H

N X X H ロ-プV ( 苗 ま き

ブ ロ ック(2TnX2TTL)

H H Z N
H Z Z

場 H H Z N

50Tn

第14図 ウニ侵入防止試験第10表 ウニの侵入状況 採 取 場 所 枠 数

ウニ敬 単 位 当

り数 量､苗 ま き試 験 区

捕 晒 (イ乱/め2 7 3.5砕 石 区 2 20 10.0疎 場ウニ蛸集用ブロックⅩ型 3(ブロック)ll 722 2.
361軌/ブツロク)

2.0〝 〝 H型 ll 8 0.7〝 〝 N型 13 274 2.0〝 〝 Z型 2 2.0*場所月日苗まきブロック ･く→(砕石場) ヾヽコンフロ

-プ ･f→(裸場)ウ ニ防止網 網の外側 ウニ蛸集用ブロック 網把付着 した海 藻 ウニの密度の高い所 備 考7月12日 イ臥/あ 80個/カが2印 2由 イ臥/あき～ 1 個/節J3-､.14イ帥- 3 ノYヾモ伴流 輿コンフ ウ ニ防止網 コンプ付着 ロープ内側のウニ採集oハバモ

ドキはウニ防止網の岸側にあるo7月25日 0 0 2～3/m ～ 5 1～ 10 ′ヽ.4 ′ヽ ノヾモ ドキ 〟 コンプ付着 ロープについ

たウニ採集o8月 3 60 1～ 10 へ′4 4～ 5 J～ 5 ノヽ ノヾ ーヾコンフ コンプ付着 ロープの一部がウ5日 銅 モ ドキ ロープ ニによ り食害を受けていた8

月)3日 3 368帥 1- 23 - 2 1～ 10 ′､.3 X､N型10-20イ酢 カツク ノヽ ノヾモ ドキ ヾヽ三と享ウ ニフロック コンプ付着 ロープ

内側のウニ採集o苗まきブロックのコンプ食害 されるo8月 ll 0 ～ 1 ～ 3 1～ 20

～ 3 Ⅹ､N型 ノヽ ノヾ ウ ニ 苗 まきブロックのウニ採集oハ23日 帥 一ヽ .1 モ ドキ 防止網 ノヾ亡ド判こウニが集まってし宵ニ

9月5日 0 0 ～ 1 ～ 1 1～ 20 ～ 4 ノヽ ノヾモ ドキ 〟 ハバモ ドキにウニが集まっていたo9月19日 0 7印 ～ 1 - 3 1～ 20 ′ヽ.4 XJNH刑5～10 Iち )レ 〟ウ ニフロック ミルの付着 している網の部分
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7月 2日に設置して25日までの観察では､コンプの付着しT:ロープに2- 3個/mのウニが見られる

だけで､内側にはほとんど侵入していなかった｡しかし8月5日には60個のウニが侵入しており､苗ま

きブロックにも合計12個のウニが見 られT: ｡ まT:コンプの付着しT:ロープは全長 (40m )の約 1/ 4

程度がウニによりコンプが食害されて無 くなっていたため､この部分からの侵入と考えられる｡更に8

日後にはコンプ付着ロープに1-23個/m､内側に368個と大量に蛸集しており､索餌行動が活発であ

っT:0

11月26日では同ロープに 1-15個/m､内側に264個､苗まきブロックに5個のウニが付着してお

り､それぞれに付着していT:コンプはほとんど無 くなっていT: 0

これらの経過からコンプがロープに付着している期間は防止効果が有るが､コンプが無 くなると更に

円側に侵入して くることが観察されT: ｡ 一方防止網の内側でのウニの移動状況を見ると､網にハバモ

ドキが集っている所にはウニが高密度に蛸集してお り､餌料海藻を求めて移動しているのがわかる｡

なお 9月19日には防止網に ミルの着生が見 られウニが集まっていることから､コンプに限らず餌料海藻

が有れば摂餌しているので､流れ藻を集める効果が防止網には見られT:｡

1月8日には取 り残 しのウニが少数見られる程度で､新らたな侵入はほとんどなかったので､この時

期になると索餌行動が鈍 り移動が少なくなっT:ものと思われる｡

ウ､覆 石 試 験

コンプの付着基質を反転することにより新付着面が露出し､付着効率が良 くなるかどうかを知るT:

め､ニッ石沖水深7mに投入されているコンクリー ト･ブロック(30cm立方体 )を20個反転し､その後

の状況について観察しT:0

覆石を行なっT:地点は砂僕地帯で､春から夏にかけてホンダワラ類の繁茂が多 く海底の見通しが悪か

っT:為､再度の潜水調査にも拘らず確認が難かしい状況であっT:.11月27日の観察では覆石LT:ブロ

ックの上面にホンダワラ類､テングサ､紅藻類 l種､マボヤの付着が見られた｡一方コンプの付着は､

ブロックおよび周辺の僕にも見られなかっT:T:め充分な検討は出来なかっT二が､覆石により新しく露

出した面には海藻類､マボヤ等が付着していることから時期､場所を考慮して行なえば効果が期待出

来るものと思われる｡なおこの地点は水深 7mであるが､波浪による漂砂の移動が見 られ､30cm立方

体のブロックで概そ 1/ 2- 1/ 3程度の埋没が観察されT=｡

考

1. 開発適地について

昭和47年から今別地先の調査を行なって釆T:が､生物調査の結果からこの地先のコンプ漁場は水深

10m以残と15-25mの地帯に形成 されており､これらの中間地帯ではコンプが少なくなっている.今

年度の調査では､既調査区に隣接する地区¢こついて開発適地の選定を行なう目的で同様に調査を行なっ

T:が､三厩村地区では今別地区に比べコンプの分布がやや広 くなっているものの概ね水深10-25mが

コンプ漁場となっている｡今別地区では大泊の水深20m地帯で一部 2年コンプの着生が見られたが､全

般に少なくなってお り既調査地区と似T:状況であっT:.一万コンプと競合すると考えられる他の海藻

としては､ホンダワラ類､アマモ類が分布しているが､両者 とも水深15m以残に多く分布しているT:め､

あまり問題とはならないものと思われる｡

一方底質についてみるとこれらの地先は概ね中砂～粗砂に疎､転石､岩盤がある状態となっており､水
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深による粒度組成の差はみられない｡しかしながらコンプの生育環境として適している水深15- 25m

地帯であっても､コンプの着生 していない場所が見られ､これらの場所の底質を見ると付着基質となる

疎､転石､岩盤､石灰藻が無い場合が多い｡またこの地先での潮流の状況は､津軽暖流の影響によりNE

～SE方向の頻度が高 く､三厩湾に沿っT=流れが卓越 している.流速は今別地先の水深23m地点の表

層 と山崎沖の18〝HD底層で速い傾向が見られたが､いづれもlkt未満であった｡ これ らのことか ら考え

ると､コンプの着生する要因として付着基質の有無と量的なものが考えられ､本事業が未利用な砂僕

地帯に石材等の付着基質を設置し漁場造成 しようとするものであることから､コンプ漁場 として適し

T=水深15- 25mの範囲でコンプの着生 していない場所 (現状のままでは付着基質がないT=めコンプ漁

場 となり得ない場所 )を選定することが効果的と考えられる｡

2. 開発方式について

i)コンプの付着基質

コンプの付着基質については､前年度のモデル試験で種々の材質､形状の基質を設置 し､今年度にて観

察しT:結果､タイヤ以外のものであれば利用出来 ることがわかっT=｡ LT:がってその選定は漁法､埋

没､移動､コス ト等から行なう事になると思われるので､これ らについて検討をしてみる｡

調査地区では一般にコンプの採取にマツケ曳を行なってお り､基質の大 きさはコンプが付着 しT:ま

ま船上に引揚げられる程度 (径25cm以下 )の大きさでなければならない｡一方埋没､移動については.

覆石試験地 (水深 7m )で漂砂の移動による埋没が見 られT:以外､水深10mおよび15m地点の埋没試

験ブロック､まT:水深約18mの投石漁場では径 5- 15C7n程度の石材がほとんど埋没していない事等を

考慮すると､開発適地 として選定 LT:水深15- 25m地帯では埋没の危険性は少ないと.思われる｡

なお覆石試験の結果から新しく露出LT=面には海藻等の付着が見られるT:め､マツケ曳きによる採

取方法は覆石効果があるので有効と思われる｡

ii)ウニ蛸集用ブロックの効果について

ウニを定着させるT:め各型のブロックを設置 しウニの蛸集状況､コンプの付着状況について観察し

T:結果では､型の違いによるウニの付着数には差が見られず､型よりもむしろコンプの付着量 (餌料と

して )により付着の差が出T:ものと考えられるので､コンプの付着の良かっT:H､Ⅹ型が有利と思わ

れる｡

一方ウニの移動状況は周囲の環境 (餌料海藻の有無､その他 )によ りかな り変化が見られており､

調査地区では､12月～ 4月までの期間は移動が少なく､ 5月～ 11月では活発となっている.これらの現

象は約10℃の水温を境に変化 しているようで､索餌行動が活発となる時期の指標 となりそうである｡

まT:5月～ 6月はコンプの生長期であると共にウニも活発に摂餌する時期であるが､ウニ蛸集用ブ

ロックに付着しT:コンプの生長は他の基質のものより早い事から､これ らのブロックを周囲に配置す

る事により侵入防止の効果が期待出来る｡更にコンプの付着しT:ロープを設置する事により侵入を防

ぐ事が可能と思われる｡

ウニの防止網については､先に述べT:様に直接的には侵入を止める効果は少ないが､流れ藻或は網

に付着しT:コンプによりウニを定着 させる事が出来るので間接的な効果は見 られる｡

3. 造成漁場の構造､配置について

これまでの結果を総合して造成漁場の構造を考えると､コンプ生産区は付着基質として径15- 20cm

の石材を使い､その広 さは漁法､管理､適地から1区画約 300m X600m程度のものが必要 と思われ
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る｡

ウニの侵入防止対策としてはH又はⅩ型のブロックを周囲に配置し､更に必要に応じて予めコンプ

を天然採苗しておいT:ロープを設置する等の方法が考えられる｡なおウニの生産については､人為的

管理 (採取､移殖 )が必要で､コンプとウニのバランスを考えて行なう事が重要である｡

なおこれまでのモデル試験区におけるウニの食害については､この地先で 3年間ウニを禁漁してい

T:事､調査期間中､特に昭48､49年は天然漁場にコンプの着生が少なかっT:事等が相乗してお り､T

の様な場合には食害を受け易すいと考えられる｡

まT=調査地区のウニの生息密度は既調査区で平均 1.0個/m2､本年度調査区で 0.5個/m2となって

お り特に多い地域とは言えず､事業規模が大 きくなっT:場合には､集中的な食害は起 らないと思われ

るが､事業実施前にはウニを採取する事 も考慮しておく必要があるもの と思われる｡
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